
て
い
き
た
い
。
引
き
続
き
ご
指
導

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
た
。

小
河
原
地
域
の
被
災
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
末
崎
町
の
課

題
で
あ
り
市
と
末
崎
町
復
興
推
進

委
員
会
常
任
委
員
と
地
区
住
民
で

協
議
を
重
ね
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

が
で
き
、
ま
つ
り
や
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
活
用
で
き
る
多
目
的
広

場
に
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

そ
の
後
平
成

年

月
、
産
業

28

1

立
地
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
市
よ

り
、
ト
マ
ト
水
耕
栽
培
企
業
の
事

業
概
要
説
明
と
受
け
入
れ
の
可
能

性
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
。

同
年

月
、
ト
マ
ト
水
耕
栽
培

2

企
業
（
銀
河
農
園
）
か
ら
末
崎
町

復
興
推
進
委
員
会
常
任
委
員
と
地

区
住
民
に
事
業
内
容
の
説
明
が
な

さ
れ
る
。

月
、
末
崎
町
復
興
推
進
委
員

3
会
常
任
委
員
会
開
催
。
市
と
協
議
。

地
域
の
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
こ
と
や
住
民
の
雇
用
が
得
ら
れ

る
こ
と
か
ら
企
業
立
地
を
了
承
。

月
、
銀
河
農
園
に
よ
る
地
区

4
住
民
説
明
会
。
事
業
内
容
と
計
画

が
説
明
さ
れ
、
企
業
立
地
異
議
な

三
十
刈
地
域
公
民
館
長

熊
谷
節
雄

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
管
理
人

中
井
幸
子

☆
印
刷
機

月
よ
り
有
料
化

5

地
区
公
民
館
設
置
の
印
刷
機
は
印

刷
用
紙
を
持
参
す
る
場
合
は
誰
で
も

無
料
で
使
用
で
き
ま
し
た
が
、

月
5

よ
り
有
料
と
い
た
し
ま
す
。
マ
ス
タ

ー(

製
版
紙
）
（

本

円
）

1

6
,
5
0
0

及
び
、
イ
ン
ク
（

本

円
）

1

3
,
0
0
0

代
で
年
間
約

万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

10

月

日
の
末
崎
地
区
公
民
館
運

4

10

営
委
員
会
に
お
い
て
左
記
の
通
り
使

用
料
を
頂
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
地
域
公
民
館
の
用
事
に
使
用
す

る
場
合

製
版
代

枚
／

円

1

50

②
そ
れ(

①
）
以
外
の
場
合

製
版
代

枚
／

円
の
ほ
か

1

50

イ
ン
ク
代

枚
／

円

1

1

尚
、
印
刷
用
紙
を
持
参
し
な
い
場
合

は
用
紙
代
（

枚
／

円
）
を
い
た

1

1

だ
き
ま
す
。

★「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

5

9

（水）
10

12

月

日

時~

時

5

23

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物

花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先

鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日

ま
で
に
連
絡
を
お

4

27

（金）

願
い
致
し
ま
す
。

株
式
会
社
い
わ
て
銀
河
農
園
（
岩

手

県

紫

波

郡

紫

波

町

）

は

月
4

日
、
末
崎
町
小
河
原
地
域
の
被

13災
跡
地
に
建
設
す
る
ト
マ
ト
の
大

規
模
ハ
ウ
ス
栽
培
施
設
（
高
度
環

境
制
御
栽
培
施
設
）
の
地
鎮
祭
を

執
り
行
っ
た
。
施
設
の
構
造
は
鉄

骨
造
り
、
建
築
面
積
、
約

㌶
。

1.7

工
期
は

月

日
ま
で
の
予
定
で
、

9

20

施
設
整
備
を
進
め
る
。

月
末
頃

10

か
ら
操
業
し
、
来
年

月
出
荷
の

1

予
定
。
年

ト
ン
の
生
産
を

4
5
0

目
指
す
。

地
鎮
祭
に
は
、
い
わ
て
銀
河
農

園
や
大
船
渡
市
、
設
計
施
工
を
担

当
す
る
（
株
）
プ
ラ
ス
ワ
ン
ホ
ー

ム
（
仙
台
市
）
の
関
係
者
、
地
元

住
民
代
表
が
出
席
し
、
工
事
の
安

全
と
同
農
園
の
発
展
を
祈
念
し
た
。

い
わ
て
銀
河
農
園
の
橋
本
幸
之

輔
代
表
取
締
役
は

、
「
当
初
の
計

画
よ
り
遅
れ
た
が
、
そ
の
分
、
地

域
の
方
々
や
関
係
者
と
話
す
機
会

も
増
え
問
題
解
決
に
つ
な
が
っ
た
。

皆
さ
ん
の
期
待
を
自
ら
の
意
欲
に

変
え
な
が
ら
、
末
崎
の
地
か
ら
全

国
に
農
業
の
新
し
い
形
を
発
信
し

 

末崎町の石碑・祠・神社（９）
9 馬頭観音について～その 1
(1) 馬頭観音(ばとうかんのん)とは
馬頭観音菩薩、馬頭観世音菩薩、馬頭明王、大持力明
王ともいいます。
仏教における 33観音菩薩の一つであり、いわゆる「六
観音」の一尊にもなっています。観音としては珍しく憤
怒相の姿をとるものと、柔和相のものとがあり、日本で
は憤怒相の姿が多いといわれています。
六観音とは、死後の世界の六道、いわゆる地獄道、餓
鬼道、畜生道、修羅道、人間道、天道の衆生(しゅじょ
う・すべての生き物)を救う観音様のことで、馬頭観音
は畜生道におちた衆生を救う観音様とされています。
民間信仰では、馬頭という名称から馬の無病息災の守
り神として、あるいは死後の霊を弔うものが多く、さら
には、馬のみならずあらゆる畜生類を救う観音様とされ
ています。
(2) 像の形
頭上に馬頭をいただき憤怒相をし、三面二臂(ひ・ひ
じ、うで)、八臂などがあるが、末崎町には、像が彫ら
れたものは一つもなく、文字だけのものしかありません。
気仙内でもほとんどが文字だけです。(紀)

嘉
永
三
庚
戌
年
三
月
吉
祥
日

梵
字

馬

頭

観

世

音

願
主

左
の
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字

平公民館隣の馬頭観世音碑
右の大きい石碑、高さ 190 ㎝

し
、
と
し
て
地
区
住
民
に
了
承
さ
れ

た
。そ

れ
に
伴
い
市
は

年

月
ま
で

29

9

に
は
、
ト
マ
ト
栽
培
施
設
の
建
設
地

の
整
備
を
す
る
と
し
た
が
、
諸
般
の

事
情
に
よ
り
整
備
が
遅
れ
、
平
成
30

年

月
、
用
地
造
成
が
完
了
し
た
。

3敷
地
面
積
は
約

㌶
、
総
事
業
費

3.2

約

億

千
万
円
、
国
の
産
地
パ
ワ

6

5

ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て

建
設
す
る
。
施
設
は
鉄
骨
造
り
平
屋

建
て
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
棟

と

集

出

荷

・

管

理

棟

で

構

成

さ

れ

る
。

時
間
温
度
湿
度
、
日
射
量
、

24

二
酸
化
炭
素
濃
度
等
管
理
す
る
。
さ

ら

に

養

分

も

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

管

理

し
、
不
足
す
れ
ば
補
い
な
が
ら
最
も

望
ま
し
い
生
育
環
境
を
維
持
す
る
。

従
業
員
は
、
当
初

～

人
雇
用

30

40

し
、
生
産
量
に
応
じ
て

人
程
ま
で

50

増
員
し
た
い
と
し
て
い
る
。

具
体
的
事
業
計
画
や
雇
用
に
つ
い

て
は
、

月

日

午
後

時

分

4

26

（木）

6

30

か
ら
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
「
地
区
住
民
説
明
会
」
で
説
明

す
る
と
し
て
い
る
。

★

末
崎

町

の

大

震

災

に
関

わ
る
復
興
事
業
完
成
予
定

諸
々
の
事
情
に
よ
り
、
当
初

の
計
画
よ
り
遅
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
各
工
事
と
も
一
日
も
早

い
完
成
を
め
ざ
し
て
鋭
意
努
力

し
て
い
る
。

現
段
階
に
お
け
る
各
事
業
の

完
成
予
定
は
、
次
の
通
り
。

１

泊
里
漁
港
の
防
潮
堤
（
市
）

平
成

年
度
末
（

年

月
）

30

31

3

２

門

之

浜

湾

防

潮

堤

（

県

）

平
成

年

月

31

6

３

細

浦

湾

口

防

潮

堤

（

県

）

平
成

年
度
末
（

年

月
）

32

33

3

４

小

細

浦

湾

防

潮

堤

（

県

）

平
成

年
度
末
（

年

月
）

30

31

3

５

細

浦

湾

の

桟

橋

（

県

）

平
成

年
中
（

年

月
）

30

30

12

６

細

浦

地

区

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

広
場
（
市
）

平
成

年
度
（

年

月
）

30

31

3

７

新
県
道

（
船
河
原
～
平
）
（
県
）

平
成

年
度
（

年

月
）

32

33

3

（
小
学
校
前
～
碁
石
）
（
県
）

平
成

年
度
（

年

月
）

32

33

3

★
感
謝
状
授
与

昨

年

度

を

も

っ

て

ご

勇

退

さ
れ
ま
し
た
末
崎
地
区
公
民
館

関
係
役
員
７
人
に
対
し
、
４
月

日
末
崎
地
区
公
民
館
か
ら
感

10謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

皆
様
、
地
域
の
融
和
と
発
展

に

大

変

ご

尽

力

な

さ

い

ま

し

た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。受

賞

者

（

敬

称

省

略

）

細
浦
地
域
公
民
館
長

梅
澤
肇

小
細
浦
地
域
公
民
館
長

菅
原
千
秋

小
田
地
域
公
民
館
長

大
友
富
好

西
舘
地
域
公
民
館
長

村
上
征
一

碁
石
地
域
公
民
館
長

熊
上
安
夫

ト
マ
ト
栽
培
施
設
着
工
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